
（試合中スマホ等電子機器使用禁止）

＊投球数表示とカウンター使用
◉ 自チーム投手の投球数を表示する。

◉  数取器カウンターで相手チームの投球数をカウントし、双方で正確を確認する。

　◎投球開始
　   ◉ 投手の投球開始が、1球目か何球目か、メンバー表（または本部）で確認する。

　◎投球数制限
◉ １日および１試合の投球数は、メジャー85球まで、マイナー75球までであるが

◉  なお、80球（70球）投球後に、投球数を、放送する。

　◎投手の交代
◉ 交代前投手の投球数を実投球数欄に記入し、投手名と実投球数を放送する。（しきい値　20と40に注意）

　◎投球数 20 と 40 の対応
◉しきい値20球(40球)の時に対峙していた打者が最終打者となり投手が交代すれば、その時点で20球（40球）

 を超えていても、しきい値を超えていないとみなし、しきい値の20（40）を○で囲み、実投球数を記入する。

 放送担当は「退いた○○君（さん）の「しきい値は20球（40球）、実投球数は○○球」でした」と放送する。

◉投手が１試合目に　しきい値20球以内の投球をした場合は、次の試合に登板が可能で、当日なら実投球数を

 引き継いでの投球数となる。次の試合が翌日以降の場合は、前試合の投球数はリセットされ０球からとなる。

◉41球以上の投球を行った投手は、その日は捕手を務められない。（しきい値40球なら務められる）

＊申告敬遠
◉ 球審から伝えられた数を、投球数に加える。

＊捕手のイニング数
◉ そのイニング（回）で 1球 捕球後に交代しても、その回を記入。

◉ １日に４イニング以上捕手を務めた選手は、その日は投手を務められない。（イニングは1球でも同じ処置）

試合月日:　　月　　日

　　　　　３　　塁　　側 　　　　　１　　塁　　側
（　　　　　　　　　）チーム （　　　　　　　　　　）チーム

記録員氏名（　　　　　　　　　　　　） 記録員氏名（　　　　　　　　　　　）

　　　　 投　手　名 しきい値 実投球数 　　　 　投　手　名 しきい値 実投球数

1 20　　40 1 20　　40

2 20　　40 2 20　　40

3 20　　40 3 20　　40

4 20　　40 4 20　　40

5 20　　40 5 20　　40

①

②

③ ③（　　　回～　　　回） （　　　回～　　　回）

① （　　　回～　　　回） （　　　回～　　　回）

② （　　　回～　　　回） （　　　回～　　　回）

　　　投球数 ・ 捕手イニング数　記　録　表     　　2023年10月

＊投手数確認と、放送担当との連絡（試合前の打合せ）

　その時点で対峙していた打者の終了時の投球数を、実投球数欄に記入し、放送する。

　　　　 捕　手　名 イニング数 　　　　 捕　手　名 イニング数


